
ドネーション活動

札幌市に貢献できないか考えました。



ご挨拶

こんにちは。初めまして！
私は、宮崎県より札幌市にきた、中島渚と申します。現在は白石区に住んでおります。
いろいろな方と知り合ってお話を聞かせていただいたり、知り合いが増えることに喜びを感じながら日々を過ごしています。
さらに札幌市で起業を目指して現在もいろいろな交流会やイベントに参加しています。

私の主な業務は、生理で悩む女性たちに少しでも苦痛を減らしたいと日常の生活習慣や、アロマなどでアプローチしています。
その他には、Webや印刷物のデザイン制作などの営業活動も行っています。
交流会やコミュニティを札幌市のWebサイトで確認させていただいたところ、札幌市のまちづくりに役立てている寄付の活動があることを知りま
した。
https://www.city.sapporo.jp/somu/kifu/activities/index.html

それ以降自分にも札幌市になにができるかを、日々考えておりました。

ふと幼いときの思い出として山で松ぼっくりや、どんぐりを拾っていることを思い出しました。
現在では、そういった自然に恵まれているところでは、廃棄として扱われるものが、販売されていることもあります。

私物を取引しているメルカリなどのサービスでも松ぼっくりやどんぐりが販売されていました。
廃棄として扱う地域と、それを自然への触れ合いとして入手したい需要と供給があることがよくわかりました。

札幌の公園や、地域で拾った松ぼっくりやどんぐりを販売して、それらを寄付することは出来ないでしょうか？
SDG'sの観点からも重要な活動だと考えます。

札幌市の取り組みとしてそういった活動は出来ませんでしょうか？

地域の貢献に加え、私も多くの人達と知り合うことが出来ます。

報道や、ネットを利用して、地域で活動することで廃棄物が地域の発展に貢献できると思うと、楽しみですが、札幌市ではそういった取り組みは
お考えでは有りませんでしょうか？

次のページからやり方を考えてみました。
▼

https://www.city.sapporo.jp/somu/kifu/activities/index.html


実施方法考察

ダンボー
ル

設置回収

スーパー等の余った
再生ダンボール

こちらのダンボールに松ぼっくりやどんぐりを
入れてください。

集めた自然の恵みを販売し売上の一部を寄付や
札幌市の発展に利用させていただきます。

ご協力お願い致します。

【注意】
■松ぼっくりとどんぐり以外は入れないようお
願いします。
■許可なく持ち帰らないでください。

ダンボール用貼り紙例

公園や林に訪れた人たちに善意に
よる協力を求めます



加工方法

鍋で煮込む 干す 販売する

燃料として廃材を持つ
材木業者に協力を仰ぐ
陸上自衛隊に協力を仰ぐ

メルカリなどのフリマサイトや
Amazonのような通販サイト
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